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1
青森
市

荒川
中間
農業
地域

青森
市

Ⅰ-2 融資主
体補助型

（地域担い
手育成支援
タイプ）

必須目標100%
事業関連取組目標0%

1 1 100.0 1 0 0.0

　成果目標の「経営面積の拡大」について目標を達成
できなかった。農地中間管理事業での活用促進等によ
り規模拡大を促し、目標達成に向けて支援していく。

2

3

4
蓬田
村

阿弥
陀川
地区

中間
農業
地域

蓬田
村

Ⅰ-2 融資主
体補助型

（地域担い
手育成支援
タイプ）

必須目標100%
事業関連取組目標50%

1 1 100.0 1 1 100.0 1 0 0.0

　「農業経営の法人化」が達成できなかったことか
ら、農業経営の効率化・安定化に向けて、関係機関と
連携しながら助言・支援することとする。

Ⅰ-2 融資主
体補助型

（地域担い
手育成支援
タイプ）

青森
市

中間
農業
地域

奥内
青森
市

　「付加価値額の拡大」については、目標年度におけ
る必須目標の達成状況が80％未満の助成対象者である
ため、高収益作物の導入など重点指導を実施すること
とする。
　「経営面積の拡大」については、農地中間管理事業
の活用促進等により規模拡大を促し、目標達成できる
よう支援していく。

地区計

地区計

1 50.0
必須目標50%
事業関連取組目標50%

2 1 50.0 2

都道府県の評価
②経営面積の

拡大
③農産物の価

値向上

④単位面積当
たり収量の増

加

評価所見

　２　先進的農業経営確立支援タイプ・地域担い手育成支援タイプ

No
市町
村名

地区
名

農業
地域
類型

事業
実施
主体
(市町
村又
は
都道
府県
名)

事業内容

Ⅰ-1 融資主体補助型
（先進的農業経営確立支援タイ

プ）

Ⅰ-2 融資主体補助型
（地域担い手育成支援タイプ）

Ⅲ 被災農業者支援型

地区の成果目標

⑤経営コスト
の縮減

⑥農業経営の
複合化

経営体

⑦農業経営の
法人化

５年度目の達成状況
（評価報告）

①付加価値額
の拡大

地区計
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都道府県の評価
②経営面積の

拡大
③農産物の価

値向上

④単位面積当
たり収量の増

加

評価所見

　２　先進的農業経営確立支援タイプ・地域担い手育成支援タイプ

No
市町
村名

地区
名

農業
地域
類型

事業
実施
主体
(市町
村又
は
都道
府県
名)

事業内容

Ⅰ-1 融資主体補助型
（先進的農業経営確立支援タイ

プ）

Ⅰ-2 融資主体補助型
（地域担い手育成支援タイプ）

Ⅲ 被災農業者支援型

地区の成果目標

⑤経営コスト
の縮減

⑥農業経営の
複合化

経営体

⑦農業経営の
法人化

５年度目の達成状況
（評価報告）

①付加価値額
の拡大

5
弘前
市

裾野
地区

平地
農業
地域

弘前
市

Ⅰ-2 融資主
体補助型

（地域担い
手育成支援
タイプ）

必須目標100%
事業関連取組目標0%

1 1 100.0 1 0 0.0

　経営面積の拡大については、農地取得に向けた手続
きに時間がかかったことから令和5年度実績においては
前年度比0.1ha増加に留まったが、令和6年度において
目標達成の見込みとのことである。
　確実に農地を取得するまで手続き等のサポートをす
るよう市や農業委員会に助言するほか、助成対象者が
経営面積を拡大した後も経営の安定化に向けて、適切
な情報提供等を継続するように市に働きかけていく。

6
黒石
市

山形
地区

山間
農業
地域

黒石
市

Ⅰ-2 融資主
体補助型

（地域担い
手育成支援
タイプ）

必須目標0%
事業関連取組目標100%

1 0 0.0 1 1 100.0

・夏季の高温の影響で収量が減少したが、付加価値額
の向上については成果目標を達成できなかった。
・単位面積当たりの収量の増加については、夏季の高
温の影響で収量が減少したものの、改植した園地や省
力樹形園地での収量が増加したことで、全体としては
目標を上回る成果となった。
・天候による価格や収量への影響は避けられないの
で、コスト削減に努め、安定経営可能な体制づくりに
向けて、農業経営相談所等を活用し、経営に関する助
言・指導を受けるよう支援する。

地区計

地区計
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都道府県の評価
②経営面積の

拡大
③農産物の価

値向上

④単位面積当
たり収量の増

加

評価所見

　２　先進的農業経営確立支援タイプ・地域担い手育成支援タイプ

No
市町
村名

地区
名

農業
地域
類型

事業
実施
主体
(市町
村又
は
都道
府県
名)

事業内容

Ⅰ-1 融資主体補助型
（先進的農業経営確立支援タイ

プ）

Ⅰ-2 融資主体補助型
（地域担い手育成支援タイプ）

Ⅲ 被災農業者支援型

地区の成果目標

⑤経営コスト
の縮減

⑥農業経営の
複合化

経営体

⑦農業経営の
法人化

５年度目の達成状況
（評価報告）

①付加価値額
の拡大

8

　付加価値額の拡大については、成果目標が未達で
あったことから、経営改善に向けて関係機関と連携
し、中小企業診断士等、専門家派遣事業を活用した支
援を行っていく。

Ⅰ-2 融資主
体補助型

（地域担い
手育成支援
タイプ）

三沢
市

都市
的地
域

南部
地域
地区

三沢
市

0 0.00 0.0

地区計

7

必須目標0%
事業関連取組目標33.3%

2 2 1 50.0

　全ての成果目標が未達であったことから、経営改善
に向けて関係機関と連携し、中小企業診断士等、専門
家派遣事業を活用した支援を行っていく必要がある
が、経営体の健康面の問題もあり、後継者の事業継続
の意向確認も踏まえて指導対応する。

1


